
別紙１

○学校教育目標は、北広島市教育目標の実現に向けて、学校教育（幼児教育か

ら大学まで）における共通の取り組みの目標であり、社会教育目標は、地域住

民同士が学びあい、教えあう相互学習等を通じて、人々の教養の向上、健康の

増進等を図り、人と人との絆を強くする役割を果たしている社会教育活動におけ

る学習機会の提供や環境整備を通じてはぐくみたい目標です。

【教育基本法・第3期教育振興基本計画】 【北広島市民憲章・北広島市総合計画】

【北海道教育推進計画（2018-2022）】

【現北広島市教育基本計画】　

○教育とは人を育てることであり、「北広島市の教育理念」とは、「北広島市

でどのような市民を育てるのか」について、教育行政を進めていく上での拠り

所となるものです。

○教育目標は、教育理念の実現を目指して、北広島市が育くみたい人間像であ

り、北広島市としてこのようなことができる人を育みたいという具体的な目標

です。

≪北広島市の教育理念≫

すぐれた知性と 豊かな心と たくましい身体をもって

自然と創造の調和を図り、進展する郷土社会へ貢献する。

（昭和44年制定 昭和63年改訂）

≪北広島市教育目標≫

１ 北広島市民としての誇りと自覚を持つ人

２ 協力して豊かなまちづくりに努める人

３ 文化を高め生活の合理化を目指す人

４ 健康な身体と豊かな心情や知性を持つ人

５ 勤労を尊び生産を高める人

（昭和44年制定）

≪学校教育目標≫

１ 自主性を高め協力して豊かな

郷土を築いていける人を育てる

２ 思考力を深め科学的で合理的

な生活を目指す人を育てる

３ 情操を深め文化の創造につく

す人を育てる

４ 健康な心身を培い社会の進展

に貢献する人を育てる

５ 勤労の尊さを知り生産を高め

る実践的な人を育てる

≪社会教育目標≫

１ 豊かで住みよい郷土北広島を

つくる

２ 安定と調和のある家庭をつく

る

３ 希望に満ちた明るい青少年を

育てる

４ 健康な文化とスポーツの生活

化に努める

５ 近代的な施設、設備の充実を

はかる

教育基本法の改正（平成18年）

★（前文）に次の文言が追加

公共の精神を尊ぶ、豊かな人間性と創造性を備える、伝統を継

承する、未来を切り拓く

★（教育の目標）の明確化（一部抜粋）

１ 幅広い知識と教養、真理を求める態度、豊かな情操と道徳

心、健やかな身体を養う

２ 能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養い、

職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んじる態度を養う

３ 正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力、公共の精神、

主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養う

４ 生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を

養う

５ 伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできたわが国と郷土

を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄

与する態度を養う

★（生涯学習の理念）新設

国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ること

ができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆ

る場所において学習することができ、その成果を適切に生かすこ

とのできる社会の実現

★（教育の機会均等）障がいのある者への教育上必要な支援

★（大学）（私立学校）（家庭教育）（幼児期の教育）新設

★（学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力）新設

第3期教育振興基本計画（2018-2022）での重点事項

★（個人）自立した人間として、主体的に判断し、多様な人々と

協働しながら新たな価値を創造する人材の育成

★（社会）一人一人が活躍し、豊かで安心して暮らせる社会の実

現、社会（地域、国、世界）の持続的な成長・発展

★超スマート社会（Society5.0）の実現に向けた技術革新が進展す

るなか「人生100年時代」を豊かに生きていくためには、「人づく

り革命」、「生産性革命」の一環として、若年期の教育、生涯に

わたる学習や能力向上が必要

★教育を通じて生涯にわたる一人一人の「可能性」と「チャンス」

を最大化することを今後の教育政策の中心に据えて取り組む

《北広島市民憲章》

わたしたちは、「青年よ大志をいだけ」のこころを受けつ

ぐ北広島市の市民です。わたしたちのまちは、広島県人ら

によって築かれ、北海道の寒地稲作をうみだした、誇りあ

る伝統をもつまちです。わたしたちは、いま歴史への新し

い歩みを進めようとしているこのまちと、自分のくらしを

しっかりみつめ、自分に何ができるかを問いかけながらこ

の憲章を実践します。

第1章 まもろう 歴史がはぐくむ豊かな風土

第2章 つなごう 心のかようたしかなきずな

第3章 のばそう 未来をつくるたくましい力

第4章 きずこう 個性あふれる北の文化

（昭和59年4月1日制定）

《北広島市の将来にわたるまちづくりのテーマ》

自然と創造の調和した豊かな都市

《北広島市総合計画（第5次）におけるめざす都市像》

希望都市 子どもと若者がお年寄りとともに希望を育むまち

交流都市 市民が多様に活動し、産業と文化が栄えるまち

成長都市 緑を大切にし、着実に成長しつづけるまち

《北広島市の伝統と開拓の精神》

Ｗ．Ｓ．クラーク「希望を懐く」、和田郁次郎「交流に励む」、

中山久蔵「成長に挑む」

《北広島市の強み》

ボールパーク、大型商業施設、6箇所の工業団地、交通網(課題もあ

り）、公園・緑地の充実したまち並 など

《基本理念》

○自立 自然豊かな北の大地で、世界を見つめ、自立の精神にあ

ふれ、自らの夢に挑戦し、実現していく人を育む

○共生 ふるさとへの誇りと愛着を持ち、これからの社会に貢献

し、共に支え合う人を育む

▼基本理念策定の方針

現状と課題を踏まえ、将来を担う子どもたちが夢と希望にあふれ、

健やかに成長できるよう、北海道が目指す教育の基本理念を設定


